





























（ 1 ） 国際学部新設は 1990 年であるが，筆者は新学部開設の準備のために 2 年早く 1988 年に井出義光
先生，渡辺金一先生，城塚登先生とともに着任した。
















































ス・コンスタンディオス Dimitris Konstandios 館長，及び同美術館のアナスタシア・ラザリ




の全壁面の修復を完成させるために 2013 年と 2014 年度に住友財団の「海外の文化財保存修
復助成金」の助成も受けた。このプロジェクト全体をサラミナ島の名前をとってサラミナ・
プロジェクトと呼んでいる。













第 2節　 パナギア・ファネロメニ修道院とポスト・ビザンティン美術研究 
―修道院の概要とその研究の時代背景―
　パナギア・ファネロメニ修道院は，古代のサラミス湾の海戦で有名なサラミス（現サラミ
ナ）島の最西端にあり，対岸にはメガラがある。アテネから約 40 km の距離にあり，現在は
女子修道院として 10 人ほどの修道女が生活している。【図 1】この修道院の言い伝えによれ
ば，対岸のメガラからたまたまここにやってきたランブロス・カネロス Lambros Kanellos




























画は銘文により，1735 年にアルゴスの画家ゲオルギオス・マルク Georgios Markou とその
弟子たちによって描かれたということが知られている（6）。（挿図 1）18 世紀のモニュメント
はギリシャの文化遺産としては新しいものとしてその価値が軽く見られる傾向がある。日本
（ 4 ） Μ.Χ. Γκητάκου, Η Μονή Φανερωμένης Σαλαμίνος, Αθήνα, 2003，pp. 42-57 
（ 5 ） 本修道院壁画についての主な文献： Μ.Χ. Γκητάκου, Η Μονή Φανερωμένης Σαλαμίνος, Αθήνα, 2003/ 
Α.Lazaridou, Les Peinture Murales de la Panaghia Phaneromeni à Salamina (1735): cotribution à l’oeuvre 
du peintre Ghéorghios Marcou (XVIII e siècle) vol. I〜III, Paris, 2002. Η διδακτορική διατριβή από το 
Πανεπιστήμιο Παρισιού（本プロジェクトの共同研究者の一人で当時アテネビザンティン・キリスト
教美術館の副館長であったアナスタシア ･ ラザリドゥのパリ大学へ提出した博士論文。（未出版）















































い。この時代の代表的ギリシャ人研究者のランバキス G .Lambakis （1854-1914）や ソティ















（ 7 ） F. Pouqueville, Voyage de la Grèce, vol. 4, p501, 1826 /M.Lacroix, Iles de la Grèce, p499, 1858 
（ 8 ） G. Lambakis, Η Μονή της Φανερωμένης. Εσπερός 32, pp. 15-27, 1882 ランバキスはアテネ大学のキ
リスト教考古学の教授であり，1884 年にキリスト教考古学学会を創設した。/G. Sotiriou Η εν 
Σαλαμίνι Μονή της Φανερωμένης, Επετηρίς Εταιρίες Βυζαντινών Σπουδών 1, pp. 109-138, 1924 ソティリ
ウはアテネ大学のキリスト教ビザンティン考古学の教授で，アテネビザンティン博物館を創設し
た。歴史家 D. シシリアノスは 『首都陥落後のギリシャ人イコン画家たち， 1450〜1880』D. Sisilianos,
’Ελληνες αγιογράφοι μετά την άλωσιν, Αθήνα, 1935 を執筆。神学者，美術史家で国立絵画館館長も務め
た N. D. カロゲロプロスは，『ポスト・ビザンティンと近代ギリシャ美術』（1926）を執筆している。
これら初期のビザンティン学者たちのファネロメニ修道院壁画への評価については Γκητάκος, Μ. Χ. 
“Η Μονή Φανερωμένης Σαλαμίνος, εξ απόψεως ιστορικής αρχαιολογικής και αγιογραφικής”, Αθήναι, 1966
を参照。
（ 9 ） Α. Ξυγγόπουλος, Σχεδίασμα Ιστορίας της Θρησκευτικής Ζωγραφικής μετά την Άλωσιν, Αθήναι, 1957 （1999） 
/ 同 , Η παλαιολόγειος παράδοσις εις την μετά την Άλωσιν ζωγραφικήν, ΔΧΑΕ （1960-1961）, σ. 77-100
（10） クレタ派についての主な文献は以下のとおり。M.Χατζιδάκης, Η κριτική ζωγραφική η Ιταλική
χαλκογραφία, Κρητικά Χρονικά Α΄, 1947 pp. 27-46 / 同　Ο Κρητικός Ζωγράφος Θεοφάνης, οι τοιχογραφίες
της Ιεράς Μονής Σταυρονικήτα’ Ιερά Μονή Σταυρονικήτα, Αθήνα, 2007 /Α.Μπεκιάρης, Θεοφάνης ο Κρής
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ス山やメテオラの修道院で活躍したクレタ人セオファニス Theophanis o Kris（又はセオ
ファニス・ヴァサス Theophanis Vathas 1490-1559）によりギリシャの各地に広く伝わった。



















στον Αγ. Νικόλαο Αναπαύσα Μετεώρων, Αθήνα, 2010 /Kωνστάντινος Βαφειάδης, Περί της εν Αθώ 
《Κρητικής》Ζωγραφικής -Εικόνες και Τοιχογραφίες της Ι.Μ.Διονυσίου και οι Δημιουργοί τους Β΄μισό 14ου-
Β΄μισό 16ου αι. Αθήνα, 2010
（11） D. Triantaphyllopoulos, “Byzance après Byzance: Post-Byzantine Art (1453-1830) in the Greek Ortho-
dox World in Post-Byzantium: The Greek Renaissance”, ed, E. Chalkia, D. Zafiropoulou and G.Kakavas,
Athens, 2002/ Th.Gouma-Peterson, The Icon as a Cultural Presence after 1453 in The Byzantine Tradi-
tion after the Fall of Constantinople, ed. J. Yiannisas, pp. 151-180, Virginia, 1991
（12） Α.Χαραλαμπίδης, Συμβολή στη μελέτη της Εφτανησιώτικης Ζωτραφικής του 18ου και 19ου αιώνα,
Ιωάννινα, 1978/ S. Bettini, Il pittore Panajoti Doxara fondatore della pittura greca moderna, Venezia,
1942/ Angelo G. Procopiou, La Peinture Religieuse -Dans les Iles Ioaniennes Pendant le XVIIIe Siècle,
Paris, 1939
（13） Πανγιώτης Δοξαράς, Περί Ζωγραφίας, Χειρόγραφον του, υπό Σπυρίδωνος Λαμπρου, 1726 / 拙稿「パナギ
オティス・ドクサラスとエプタニシア派の絵画」，共立　国際文化，第 18 号，2001，pp. 5-31
（14） Δημήτριος Τριανταφυλλόπουλος, Μελέτες για τη Μεταβυζαντινή Ζωγραφική -Ενετοκρατούμενη και
Τουρκοκρατούμενη Ελλάδα και Κύπρος, Αθήνα, 2002 特に pp. 185-194












ルナ村出身のディオニシオス・エク・フルナ Dionysios ek Fourna （1670 頃〜1745 頃）（16）が






（16） George Kakavas,Dionysios of Fourna (c.1670-1745) -Artistic Creation and Literary Description,
Leiden, 2008 ／ Κ. Θ. Δημαρά, Θεοφάνους του εξ Αγράφων Βίος Διονυσίου του εκ Φουρνά, Ελληνικά 10,
1937-1938 pp. 213-271







fol. 68r から 71v までに含まれている。Μ. Χατζηδάκης, Εκ του Ελπίου του Ρωμαίου, Eπετηρίς Εταιρείας
Βυζαντινών Σπουδών 14, Αθήνα, 1938, 393-414/ M. Chatzidakis, Studies in Byzantine Art and Archeology,





アンシボロのコレクションが収蔵されている。M. Βασιλάκη, Από τους εικονογραφικούς οδηγούς στα
σχέδια εργασίας των μεταβυζαντινών ζωγράφων, Αθήνα, 1995 / 同 Σχέδια Εργασίας των Ζωγράφων μετά την
Άλωση. Ο Φάκελος Ανδερέα Ξυγγόπουλου του Μουσείου Μπενáκη, Αθήνα, 2015 /R.Scheller, Excemplum
Model-Book Drawings and the Practice of Artistic Transmission in the Middle Ages ca,900-ca.1470, Am-
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sterdam, 1995/Der Nersessian, Copies de peintures byzantines dans un carnet arménien de ʻModèlesʼ, 
Cahiers Archeologiques, 18, 1968, pp. 111-20
 近年のポストビザンティン研究ではアンシボロとイコンの同定研究が進んでいる。Ανδρομάχη 
Κατσελάκη, Ανθίβολα από τους Χιονιάδες,Επιστημονικός Κατάλογος, Μουσείο Ελληνικής Λαικης Τέχνης, 
2009
（20） Διονυσίου του εκ Φουρνά Ερμηνεία της Ζωγραφικής Τέχνης υπό Α. Παπαδοπούλου-Κεραμευς, Β. Kirschbaum, 
St-Petersboyrg, 1909
（21） A.N. Didron, Manuel d’Iconographίe Chrétienne Grecque, Paris, 1845 / P. Hetherington, The Painter’s
Manual of Dionysius of Fourna, 1974, London, 序文参照
（22） 『エルミニア』はバルカン半島一体に伝わったとみられる。G. カカヴァスの調査では，この手書
き写本は断片も含めてアトス山やギリシャの島々，そしてブルガリアなどバルカン半島に 69 点残っ
ているという。前掲書 Kakavas.  「エルミニア」の研究史については前掲書『エルミニア』pp. 410-
415 参照。














ページ数で技法編 50 ページに対し，図像編は 300 ページに及ぶ。翻訳することがなければ
筆者もその図像編の一部を参照することはあっても，すべてを読むことはなかっただろう。
そこには旧約聖書や新約聖書にかかわるさまざまな主題のみならず，教会暦に連なる聖人た




第 2節　 『エルミニア』図像編の記述の実例を探して 
―ファネロメニ修道院との出会いと共同研究の立ち上げ―

















































（28） Dimitrios Konstantios, An approach to the work of painters from Kapesovo in Epirus,1997, Ioannina
University ／同 Καπεσοβίτες ζωγράφοι-Painters from Kapessovo and Religious Painting in Epirus During 


















































2007 年度分の助成金を次年度に持ち越し，実際に修復に着手したのは 2008 年の春になって




















































（31） ゲオルギオス・マルクについては以下参照 Μ. Χατζηδάκης, Ευ.Δρακοπούλου, Έλληνες Ζωγράφοι μετά
την Άλωση (1450-1830) Αθήνα, 1997，pp. 173-174 ／ Ευάγγελος Ανδρέου, Γεώργιος Μάρκου ο Άργειος  το






































図の 18 場面が描かれている（34）。【図 15】
② 北側プロテシス（聖体準備室）
　プロテシスの小円蓋には 「日の老いたる者」（35）， コンクには 「大天使の姿のキリスト」 【図
16】 その下部に 「聖三位一体」 が描かれている。玉座に座るキリストは福音書を開き， 父な



















（34） 続く 6 場面は至聖所を区切るイコン障壁の上の穹窿天井の下部に描かれている。アカシストス図

























画家マルティン・デ・フォス Martin de Vois（1532－1603）の原画によるヤン・サデラー
Jean Sadeler の銅版画などが直接の手本であると指摘している（40）。













（40） A. ラザリドゥはポスト・ビザンティン絵画へ与えたフランドル絵画の影響についての G. リゴプ
ロスの研究に則して比較している。しかしそうした銅版画を直接写したものとは限らず，クレタ派
のセオドロス・プラキスなどがすでに同図を銅版画を基に描いていることから，クレタ派イコンの
図像を基にしている可能性も高い。Γ. Ρηγόπουλος , Φλαμανδικές Επιδράσεις στη μεταβυζαντινή












































身のドメニコス・セオトコプロス （エル・グレコ） によるイコンにも描かれている。【図 26】 
アンドレアス・リツォスのイコンでは， 画面中央の両側に雲に乗った使徒たちがモノクロー
ムで描かれており，ファネロメニでもその雲の上に乗る使徒たちのモチーフが挿入されてい
る。【図 27】 ファネロメニも， リツォスと同様に， 左右の雲に乗るのは 6 人と 5 人で，上方
の聖母の足元にいるトマスを足すと弟子の数は 12 人となっている。しかしセオトコプロス














（42） Ed. by Maria Vasilaki, The Hand of Angelos,An Icon Painter in Venetian Crete, Athens, 2010, pp. 202-
203, pp. 230-231
（43） この図のトマスと使徒たちの意味は『エルミニア』Ｖ 6 の「聖母の眠り」参照「あなたは死すべ
き女，しかし使徒たちは奇蹟的にあなたを汚れなき神の母として見た。純潔なる者よ」に相応する。
クレタ派の「聖母の眠り」については以下参照。Ναυσικα Πανσελήνου, Κρητική Εικόνα του 1636, ̔ Εργο










身廊の穹窿天井は，東西に 3 ブロックに分かれており，それぞれ北側，南側に 9 画面が赤
い線で区切られた 18 場面で構成され，マリア伝の一部からキリスト伝までを 54 の画面に収
めている。






　その理由として考えられるのは，西側の第 2【図 30】，第 3 穹窿【図 31】との関係である。
西側の第 2 穹窿と第 3 穹窿には，キリストの公生涯で行った奇蹟が 9 場面，北側には受難伝
が 15 場面，南側に西壁面上部の「キリストの磔刑」図に続く，キリストの復活以後の主題
が 11 場面描かれている。そのうちキリストの復活を表す主題が 9 場面があり，その中には，
長老たちに金を返しに行く「ユダの悔恨」図や「キリストの遺体を埋葬する許可をピラトに
願い出るアリマタヤのヨセフ」図などの説話的場面が含まれている。前述の東側穹窿天井の








（46） 画面下半分は，クロンザス G.Klontzas による 16 世紀の同主題のイコンの下部の群衆の列の部分
に類似している。ここでも 17 世紀のセオドロス・プラキスの円環状の構図よりも，ファネロメニ
の同図はクレタ派の古い図像を手本にしていることがわかる。
（47） アカシストス讃歌については以下を参照。Ioannis Spatharakis The Pictorial Cycles of The
Akathistos Hymn for Virgin, Leiden, 2005
（48） キリストの復活後の複数のエピソードを壁面に描くのはパレオロゴス朝時代後期以後のバルカン
半島の聖堂装飾によくみられる。Νεκτόριος Ζάππας, Ο Εικονογραφικός Κύκλος των Εωθίνων Ευαγγελίων
στην Παλαιολογεία Μνημειακή Ζωγραφική των Βαλκανιών,Θεσσαλονίκη, 2011


































































　第 1 クーポール【図 43】：天地創造の最初の場面として，闇の中を飛ぶ聖霊の鳩が神とと
もに描かれるている。周囲の円環には黄道十二宮のシンボルがモノクロームで描かれ，その
下の円環状の帯にはケルビムや大天使たちが描かれたメダイヨンが並んでいる。
（52） 『エルミニア』II 113 「三人の少年たちは偶像を拝まないために炉に投げ込まれ，天使によって冷
やされる。」
（53） A. Semoglou, La pendaison de Judas. Esssai d’interpretation de la scène aux XV et XIII siècles et la litter-
ature extra canonique, Cahiers Balkaniques 27, 1997, pp. 13-23
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　第 3 クーポール【図 45】：「アダムによる動物の名づけ」，「楽園のアダム」，「エヴァの創
造」，中央のメダイヨンの中にいる神は，楽園にいるアダムとエヴァに向かって手を差し伸
べ，二人に話しかけている。禁断の実を食することを禁じていることがわかる。
























（54） Ministry of Culture 8th ephorate of Byzantine Antiquities, The Church of Agios Nikolaos in the Vil-









　第 1 クーポール【図 49】：海や陸，そこに住む生き物が描かれ，詩編 148 篇の最初の「天
において主を賛美せよ」で始まる天と地が描かれ，日，月，星，天の水それぞれに「主を讃
美せよ」という 1 節から 6 節までの詩句に対応している。












　第 4 クーポール【図 52】：第 13 節の「主の御名を賛美せよ」を北側廊の中央のクーポー
ルに配置するために，第 4 クーポールは詩編の節の順番を入れかえて 11 節から 12 節の「地
上の王よ，諸国の民よ，君主よ，地上の支配者よ，若者よ，おとめよ，老人よ，幼子よ。」
に対応する人物の群れが描かれている。
　第 5 交差穹窿【図 53】：「新しい歌を主に向かって歌え。主の慈しみに生きる人の集いで
賛美の歌を歌え。イスラエルはその造り主によって喜び祝い，シオンの子らはその王によっ
て喜び躍れ，踊りをささげて御名を賛美し，太鼓や竪琴を奏でてほめ歌をうたえ。」（149：
（55） Χρήστος Μεράντζας, Η Εικονογράφηση των Αινών στη Μεταβυζαντινή Μνημειακή ζωγραφική του
Ελλαδικού Χώρου (16ος -18ος αι.), Ιωάννινα, 2005
















































































































このイコンの源泉はクレタにあるとみられ，「全ての者たちの希望 η Πάντων Ελπίς」を示す
図像と考えられる。類似した作例は複数存在するが，このコルフ島のイコンが最も近い。描
かれた主教らはクレタのアンドレアス，ダマスカスのイオアニス，イオシフ，聖歌作詞家の




















（60） Εικόνες της Κεφαλονιάς τομ. 2, Κεφαλονιά, 2003 ポスト・ビザンティン時代の壁画の類似例として
はイオアニナ湖の小島のフィランソロピノン修道院やディリウ修道院に見られる。Αχειμάστου-




る。マルクはこれらの同主題のイコンを参考にしたとみられる。Z. A. Mylona, The Zakyntoς Muse-
um, Athens, p. 286/Κωνσταντουδάκη-Κιτρομηλίδου, Μιχαήλ Δαμασκηνός 1530/5-1592/3. Συμβολή στη

































（64） クシンゴプロスは，画家マルクは 16 世紀のクレタ派のイコン画を手本にしていると指摘し，ハ
ジダキスはマルクの 16 世紀クレタ派のイコンを基本として同時代の典型を生み出そうとしたとし
ている。前掲書 Ξυγγόπουλος, pp. 284-290  Μ. Χατζιδάκης,΄ Έλληνες Ζωγράφοι μετά την Άλωση（1450-
1830, Αθήνα, 1987, pp. 114-116




















































































































































（72） Δ.Τριανταφυλλόπουλος, Αναγενήσεις της βυζαντινής ζωγραφικής στη μεταβυζαντινή και νεοελληνιυή τέχνη,





























（73） Μ. Ρ. Μηλδιώτης, Το Αγίον Όρος και Δύση, 963-1963, Αγνώτες πτύχες Αθωνιτικής ιστορίας, Αθήνα, 2013,
pp. 232-240/ Κ. Τσίρκα, Οδοιπορικόν ενός ιησουίτου ιεραποστόλου εις την Ελλάδα κατά το1712-24,
Μακεδονικά, τομ.8ος, 1968, p. 371
（74） S. Davies and J. Davis, Greek, Venice,and the Ottoman Empaire, Hesperia Supplements, vol 40 Be-
tween Venice and Istanbul: Colonial Landscape in Early Modern Greece, Athens, 2007 pp. 25-31 /
（75） Κ. Δανούσης, Ο Αργείος αγιογράφος Γεώργος Μάρκου στο πλαίσιο της Μετα-Βυζαντινής Παραδóσης,




















































































図 8　 修復作業　北側側廊の足場　P. ファネロメ
ニ修道院
図 7　 修復作業　プロテシス天井部分　P. ファネロ
メニ修道院





































































図 12　 「聖体礼儀」中央部分，「聖体の秘儀」（図 11）の下部，
アプシス　P. ファネロメニ修道院




図 15　 「アカシストス（24 の聖母讃歌」）サイクル，至聖所内側の穹窿天井南側　P. ファネロメニ修道院
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図 19　「ニケア信条の 12 か条」第 1 場面，中央大円蓋下部　P. ファネロメニ修道院
図 18　「アンナとヨアヒムに支えられて立つ聖母マリア」，ディアコニコン　P. ファネロメニ修道院
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図 30　身廊の第 2 穹窿天井　P. ファネロメニ修道院
図 29　身廊の第 1 穹窿天井　P. ファネロメニ修道院
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図 31　身廊の第 3 穹窿天井　P. ファネロメニ修道院
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図 34　「ダヴィデ王」　P. ファネロメニ修道院図 33　 「ソロモン王」コンクの大アーチ内側の
「エッサイの樹」部分　P. ファネロメニ
修道院













































































































































図 44　「天地創造の 4 日目から 7 日目まで」南側廊の第 2 クーポール　P. ファネロメニ修道院
図 43　｢天地創造の 1 日めから 3 日目まで｣，南側廊の第 1 クーポール　P. ファネロメニ修道院
― 88 ―
図 45　「エヴァの創造」他南側廊第 3 クーポール　P. ファネロメニ修道院












































図 51　 「詩編のエノス」北側廊の第 3 穹窿天井　
P. ファネロメニ修道院




















































































































図 61　「旧約の預言者たちのメダイヨン」身廊の第 2 穹窿天井の最上部　P. ファネロメニ修道院
図 60　 「聖コンスタンティノスと聖ヘレナ，聖カテリナ」，南側廊南壁面　P. ファネロメニ修道院
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図 64　「プラティテラの聖母子」の玉座の部分　P. ファネロメニ修道院
図 63　 「プラティテラの聖母子」セオトコ
ス・アンディヴニオティサ修道院，
コルフ島，16 世紀
図 62　 「プラティテラの聖母子」アプシスのコンク　
P. ファネロメニ修道院
;~ 
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附 01　身廊最上部の穹窿天井の調査　P. ファネロメニ修道院
附 00　サラミナ・プロジェクトのメンバーたち，聖堂正面にて　P. ファネロメニ修道院
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附 02　中央大円蓋の調査，修復家との打ち合わせ　P. ファネロメニ修道院
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附 04　 ヴァルトロメオスⅠ世首座主教と「サラミナ・プロジェクト」と「ギリシャ近現代絵画研究」
の共同研究者とともに
附 03　イスタンブールのギリシャ正教会の首座主教ヴァルトロメオスⅠ世との面会
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附 06　文化大臣から表彰され，執務室でサラミナ・プロジェクトの詳細を報告する。
附 05　 名誉市民の称号の授与式にてサラミナ市長と市議会議長，アルゴスの司教とともに，
（ファネロメニ修道院聖堂壁画修復修了式典後に開催された。）
。、
